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研究成果の概要（和文）：本研究では，ビッグデータを扱うアプリケーションの容易な開発をサポートするため
に，これまではアプリケーション側の創意工夫で実現していたデータアクセス部分を，一つのサービスとして捉
え，そのサービスを介してデータアクセスするための基盤技術の開発を行った．特に，1) ビッグデータに対す
る効率的なアクセスを実現するためのデータストアサービス，2) 用途に応じたデータビュー導出サービス，3) 
ビッグデータの利活用を容易にするサービス指向データアクセス API，の開発に力を入れ，各アプリケーション
が API を介したデータアクセスが可能となったことで，データアクセス部の開発をせずに済むようになった．

研究成果の概要（英文）：In this study, we have developed a data access service for applications 
utilizing big data analytics. This is because the developers of the applications had implemented 
their own data access services using their inventive approach; however, this task was a factor in 
preventing the efficient software development. We implemented three types of base technologies for 
an efficient data access service from the applications utilizing big data analytics, and confirmed 
the effectiveness of our data access service.

研究分野：データ工学，メディア情報学

キーワード： サービス指向アーキテクチャ　社会サービス　データアクセス基盤技術

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 IoT デバイスの進化と社会への浸透を踏ま
え，そうしたデバイスから得られるいわゆる
ビッグデータの利活用は，今や研究開発の分
野に止まらず，実際の社会サービスやアプリ
ケーションの一つとして認識されるように
なった． 
ビッグデータを利活用する際は，そうした
サービスやアプリケーションが，まずデータ
ベースシステムにアクセスし，必要なデータ
だけを抽出する処理が発生するが，その際に
は，1) 効率的なデータアクセス機能を提供す
る旧来のデータベースシステム (RDBMS) 
が存在しない，2) 効率的データアクセス機能
を有するデータベースシステム  (NoSQL 
DBMS) は，データアクセス機能は貧弱で，
社会サービスやアプリケーションの開発者
が多大な労力を割く必要がある，といった問
題が生じる． 
 
２．研究の目的 
 前述した問題を解決するためには，
RDBMS の問合せ言語 SQL のような，標準
的なデータアクセス機能を NoSQL DBMS 
に持たせることになるが，NoSQL DBMS に
用意されている問合せ言語はその  DBMS 
に特化したものとなっており，それらの標準
化は非常に難しい． 
 そこで本研究では，そのような問題を解決
するために，本研究の三本柱として (1) ビッ
グデータに対する効率的なアクセスを実現
するためのデータストアサービス，(2) 用途
に応じたデータビュー導出サービス，(3) 
ビッグデータの利活用を容易にするサービ
ス指向データアクセス API の開発，を設定
し，それらを実現することで，ビッグデータ
活用アプリケーションのためのデータアク
セスサービスを構築する研究に着手するこ
とになった． 
 
３．研究の方法 
 研究の肝となる部分は，昨今，ビッグデー
タに対するデータアクセスに頻繁に用いら
れる NoSQL DBMS の使用を各種サービス
やアプリケーションから容易にデータアク
セスできるようにするための技術開発であ
る．なぜなら，RDBMS の SQL のような標
準的な問合せ言語があれば，サービス/アプリ
ケーション開発者は，それほどの苦労するこ
ともなく，自身の開発に注力出来るためであ
る． 
乱立するの問合せ言語を SQL のように
標準化することは非常に困難であると一般
的に考えられ得るため，本研究では NoSQL 
DBMS 内に格納されているデータを開発者
がハンドリングし易くする環境を整えるた
め，RDBMS におけるビューの概念を導入し，
開発コストの増大を防ぐこととなった． 
そこで本研究では，RDBMS と NoSQL 

DBMS をハイブリッド運用するための方法

論として，データのデータ指向格納のための
データストア技術の開発，や要求・用途に応
じたデータの分散ビュー導出技術の開発，を
軸に要素技術の開発を行うこととし，それに
並行して導出された分散ビューに対してさ
まざまなアプリケーションが共通のデータ
アクセス API を用いてデータアクセスする
方法を確立する技術開発を行った． 
また，開発したビッグデータ格納に対応し
たデータストアサービスとそのサービスか
ら導出される分散ビュー，そしてその分散
ビューに対してデータアクセス API を介し
てアクセスする一連の機構を，一つのサービ
ス「データアクセスサービス」として展開し，
それらが実運用に耐えうるか否かを，本研究
グループで運用している簡易なスマートシ
ティーサービスを開発したデータアクセス
サービス上で運用可能かを評価した． 
 
４．研究成果 
 研究の目的で明らかにしたように，本研究
では主に三つの柱を中心に研究を行った．そ
れぞれの研究テーマにおいて得られた研究
成果は以下の通りである． 
(1) ビッグデータに対する効率的なアクセス
を実現するためのデータストアサービ
ス: このテーマでは，主にデータストア
サービス内のデータベース自体で実行さ
れるクエリ処理の高効率化と，その分散
環境における実現である．前者はクエリ
処理時におけるメモリ内に読み込まれる
データをクエリ処理に関連するデータに
限定することにより，メモリ使用量を
43.1%削減できたが，クエリ処理時間は
4.3%の削減に留まった．一方，分散環境
上に実装したデータストアサービスでは，
分散環境に特化したクエリ処理実行アル
ゴリズムを開発したことにより，メモリ
使用量の削減は実現できなかったがクエ
リ処理時間を 25%削減できた． 

(2) 用途に応じたデータビュー導出サービ
ス: 大規模なデータであるセンサデータ
を解析する場合は，(1) のアプローチの
ように分散環境における DBMS の高効
率化が必要である．このとき DBMSに必
要な機能は多次元データに対するクエリ
処理であるが，通常の DBMSではその処
理は非効率である．そこで，データの管
理を RDB と NoSQL DBMS のハイブ
リッド運用することで，クエリの種類に
も依るが処理時間を最大 97.2%削減する
ことができた．一方，データ導出ビュー
においては完全な自動化を図ることは難
しく，現時点ではデータアクセスパタン
に応じて，ビューを半自動的に構築する
手法の開発に留まった． 

(3) ビッグデータの利活用を容易にするサー
ビス指向データアクセス API の開発: 
ビッグデータを活用したスマートサービ
スを容易に行えるように各種APIの実装



を行った．コンテキストアウェアサービ
スや位置情報統合サービス，センシング
データ収集サービスなど各種固有の API
の実装を始め，(1)，(2) で開発された各
DBMS にアクセスするための API も開
発し，アプリケーションと DBMS間を緩
やかに繋ぐサービスが実現できた．これ
らは全て，サービス指向コンピューティ
ングの概念に従った開発が行われ，API
の共通化が図られており，これまで以上
に低コストにアプリケーション開発が行
われるための一助となった． 
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